
 

平成１７年度当初予算 施策別概要 

 
 

                                    12301 青少年健全育成の総合的な取組の推進（生活部） 

                           12302 家庭・学校・地域の連携による青少年健全育成 

（主担当部局：生活部）               環境の整備              （生活部） 

                           12303 青少年非行防止対策の推進      （生活部） 

 

＜施策の目的＞ 

 （対象）青少年が 

 （意図）自立性や社会性を身につけている 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目 標 値 － 44.0       49.0       54.0 青少年の社会活動・

地域活動体験率（％） 実績（見込み）値       40.1  －         －  － 

  ※最近２年間において、社会奉仕や社会体験、交流体験などの社会活動・地域活動に年間 

    ５日（あるいは５回）以上参加した青少年の割合（県民意識基礎調査） 

 

＜平成１７年度に残っている課題＞ 

① 家庭や地域における子どもと大人の結びつきが希薄になっている中で、青少年が社会の

一員として生きていくために必要な社会規範やルール、自立性、社会性を身につける様々

な体験機会や場の提供が求められています。このため、家庭、地域住民、学校、行政、さ

らにはＮＰＯや関係機関など多様な主体が連携・協働しながら進める、地域が主体の、各

地域の特性に応じた取組の一層の拡充が必要です。 
 

② 青少年をめぐる事件の凶悪化、低年齢化に対応するため、警察、学校、活動団体など、

地域が一体となったより効果的な非行防止活動を推進することが重要です。 

 
＜平成１７年度の施策の取組方向＞ 

① 「地域の子どもは地域が育てる」という考え方を基本に、地域における多様な主体が連携・

協働し、各地域の特性に応じた活動を活発に進めていくための気運醸成と活動支援等を拡充・

推進します。 

その中で、中高生等が自主性や社会性を育むうえで効果的かつ魅力ある機会を提供する、青

少年自らの企画・運営による「青少年の居場所づくり」や、家庭・学校・地域が一丸となって

支える「中学生の職場体験」等を引き続き進めます。また、新たな取組として、青少年自らが

青少年育成の担い手となる「大学生世代の若者による健全育成活動」や「子どもの心を受け止

める電話相談」などが地域において活発に展開していくための基盤づくりを推進します。 

 

②  青少年の非行防止のため、警察、学校、地域の活動団体など地域が一体となって取り組む体

制づくりと日常的な活動が展開されるネットワークのモデルづくりを推進し、県内各地域での

活発な活動展開につなげていきます。 

１２３ 青少年の健全育成 



 

＜主な事業＞ 

① 自分発見！中学生・地域ふれあい事業 

【基本事業名：12302 家庭・学校・地域の連携による青少年健全育成環境の整備】 

  当初予算額：⑯ １０，１９２千円 → ⑰ ９，７５２千円 

  事業概要：地域ぐるみで中学生の職場体験活動を実施し、生徒の「生きる力」を育むととも 

に、地域において「地域の子どもは地域で育てる」という気運を高めます。 

 
② 青少年居場所づくり事業  

【基本事業名：12302 家庭・学校・地域の連携による青少年健全育成環境の整備】 

  当初予算額：⑯ ４，５００千円 → ⑰ ４，４６３千円 

  事業概要：中高生世代の青少年が自由に集まることができる居場所の確保と、その場所で青 

少年自らが様々な活動の企画・運営を行うための支援を進めることにより、青少 

年が自立心や社会性を身につけることができる環境づくりに努めます。 

 
③（新）大学生による青少年健全育成活動支援事業 

【基本事業名：12302 家庭・学校・地域の連携による青少年健全育成環境の整備】 

  当初予算額：⑯  － 千円 → ⑰ １，５００千円 

  事業概要：地域において、大学生世代の青少年が様々な青少年健全育成活動に参加できる機

会づくりとその活動支援を行うことにより、参加する青少年が自らの社会性等を

高め、その感性を生かした効果的な育成活動が展開できる環境づくりを進めます。 

 

④（新）青少年規範意識向上活動支援事業 

【基本事業名：12302 家庭・学校・地域の連携による青少年健全育成環境の整備】 

当初予算額：⑯  － 千円 → ⑰ １，６７２千円 

  事業概要：中学生等が規範意識を高めることができる活動を自ら実施していけるよう、その

支援体制づくりを学校、市町村等との連携により進めるとともに、地域における

具体的な活動への支援を行うことにより、県内でのモデルとなる先駆的な取組を

構築します。 

 
⑤（新）子どもの心を受け止める相談電話事業 

【基本事業名：12302 家庭・学校・地域の連携による青少年健全育成環境の整備】 

  当初予算額：⑯  － 千円 → ⑰ ５，１００千円 

  事業概要：子どもたちの様々な悩みや問題を十分に受けとめ、不安感や閉塞感を払拭できる

よう支援を行う２４時間フリーダイヤルの電話相談をＮＰＯとの協働で試行的に

運営します。（「ＮＰＯ等からの協働事業提案制度」の応募・採択事業として実施） 

 
⑥（重）非行防止地域ネットワーク推進事業【基本事業名：12303 青少年非行防止対策の推進】 

  当初予算額：⑯ ７，０００千円 → ⑰ １２，３７２千円 

  事業概要：日常的に地域住民や関係機関・団体が連携して多様な非行防止活動を推進する「地

域の非行防止ネットワーク」のモデルとなる体制と取組を構築・推進し、その成

果等の情報発信を行いながら各地域の取組につなげていくことにより、青少年が

犯罪・非行に走らず、犯罪に巻き込まれない環境づくりに努めます。 

 


